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御
寄
付
・
御
寄
贈
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
沖
縄
明
治
乳
業
株
式
会
社
様

寄
付
・
寄
贈
者
芳
名

第
62
回

沖
縄
県
社
会
福
祉
大
会

開
催
に
つ
い
て

訂
正
と
お
詫
び

（
6
月
1
日
〜
7
月
31
日
）

車
を
買
い
替
え
よ
う
と

考
え
て
い
る
今
日
こ
の

頃
、気
に
な
る
車
を
見
つ
け
て
か

ら
と
い
う
も
の
、日
々
街
中
で
そ

の
車
ば
か
り
見
か
け
て
し
ま
い

ま
す（
笑
）

人
の
脳
は
、気
に
な
る
こ
と
が
あ

る
と
、優
先
的
に
そ
れ
を
捉
え

る
力
を
持
っ
て
い
る
と
か
い
な

い
と
か
・・・
。「
願
い
は
叶
う
」と

い
う
の
は
、そ
う
い
っ
た
脳
の
力

か
ら
き
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
ね
。

幸
地
和
子
さ
ん（
糸
満
市
在
住
、

65
歳
）の
作
る
作
品
は
、丸
み
を
お

び
、や
さ
し
さ
や
暖
か
み
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。「
陶
芸
に
お
い
て

丸
み
を
つ
け
る
こ
と
は
、技
術
力
も

必
要
な
ん
で
す
。今
回
の
作
品
も

『
福
を
呼
ぶ
』ふ
く
ろ
う
を
、親
子
で

作
成
し
、ラ
ン
プ
と
い
う
機
能
も
付

け
ま
し
た
」

幸
地
さ
ん
は
、か
り
ゆ
し
長
寿
大

学
校
で
陶
芸
を
学
び
、今
で
は
卒
業

生
で
の
陶
芸
サ
ー
ク
ル
に
も
通
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

「
サ
ー
ク
ル
で
見
て
学
ん
で
、聴

い
て
学
ん
で
。仲
間
と一
緒
に
作
る

こ
と
が
生
き
が
い
で
も
あ
り
ま
す
。

私
に
と
っ
て
サ
ー
ク
ル
に
通
う
こ
と

は『
千
里
の
道
も一里
』な
ん
で
す
」

こ
の
こ
と
わ
ざ
は
恋
し
い
人
の
も

と
に
行
く
と
き
は
、た
と
え
千
里
の

道
の
り
で
あ
っ
て
も
、一里
位
に
し
か

思
え
な
い
ほ
ど
、ど
ん
な
に
遠
か
ろ

う
と
も
苦
に
な
ら
な
い
。と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中

の
幸
地
さ
ん
の
優
し
い
笑
顔
か
ら
、

「
態
は
心
を
表
す
」そ
し
て
作
品
に

も
表
れ
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ふくろうランプ親子

表紙の絵
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【写真左から2番目】
沖縄明治乳業株式会社　代表取締役社長　村田 紳 様

【写真左から1番目】
沖縄明治乳業株式会社　取締役営業本部長　仲田 和男 様

【写真右から2番目】
本会　会長　湧川 昌秀

【写真右から2番目】
本会　常務理事　嘉陽 孝治

※本会への寄付については、税制上の優遇
措置が受けられます。詳しくは総務企画部
まで

沖
縄
県
社
会
福
祉
協
協
議
会

で
は
、10
月
9
日（
水
）に
沖
縄
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
劇
場

棟
に
て「
第
62
回
沖
縄
県
社
会
福

祉
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。

本
大
会
は
、県
内
の
社
会
福
祉

関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る
大
会

で
す
。

社
会
福
祉
発
展
に
功
績
が

あ
っ
た
方
々
の
表
彰
や
、ル
ー
テ

ル
学
院
大
学
学
長
の
市
川
一
宏

氏
を
講
師
に
招
い
た
記
念
講
演

を
行
い
、社
会
福
祉
の
動
向
や
課

題
等
に
つ
い
て
共
通
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、本
県
に
お
け
る

社
会
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

福
祉
関
係
者
を
は
じ
め
、多
く

の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

本
誌
V
o
l
．1
8
6（
令
和
元
年

7
月
1
日
発
行
）
5
ペ
ー
ジ
に
記
載

の
「
令
和
元
年
度
の
各
種
別
協
議

会
正
副
会
長
を
御
紹
介
し
ま
す
」

の
一
部
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

【
誤
】

●
安
里
富
士
子

沖
縄
中
央
療
育
園
施
設
長

【
正
】

●
安
里
富
士
子

沖
縄
中
央
療
護
園
施
設
長

大
変
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

著
　者
：
森
田
　ゆ
り
　
　
　出
版
社
： 

築
地
書
館

子ども虐待の解決に
不可欠な、親の回復。

「MY TREEプログラ
ム」は過去17年間の
実践を通して、各地の
児童相談所などで既
に1048名以上の回
復者を出すなど、大き
な成果を挙げてきま
した。日本で開発され

た、マインドフルネスを使う、効果の高い
プログラムとして注目されるその内容
を、開発者自らが思想と技法からファシ
リテーター人材育成まで詳細に語ってい
ます。一人悩み苦しんできた親たちが、
生きる力をとりもどした自分を語る言葉
と絵が感動を呼ぶ一冊となっています。

本の紹介
社会福祉ライブラリーから

目
　
　次 た

い

し
ん
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虐
待
・
親
に
も
ケ
ア
を
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生
き
る
力
を
と
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も
ど
す
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2
　地
域
に
お
け
る
課
題
に
対

し
て
関
係
機
関
が
連
携
し

て
対
応
す
る
取
り
組
み
の

推
進

社
協
、
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉

関
係
団
体
、
N
P
O
、
企
業
等
が

そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
強
み
を
発
揮

し
、
住
民
主
体
の
活
動
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
様
々
な
課
題
の
解

決
に
向
け
連
携
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

3
　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
を
担
う
人
材
の
配

置
の
推
進

市
町
村
社
協
等
に
学
校
区
・

民
児
協
区
等
を
担
当
区
域
と
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
を
担
う
人
材
を
配
置
し
、

住
民
主
体
の
小
地
域
福
祉
活
動

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
社
会
的

孤
立
状
態
に
あ
る
住
民
・
地
域
の

福
祉
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
他
団
体

等
と
の
連
携
・
調
整
に
よ
る
円
滑

な
支
援
を
行
な
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
主
な
実
績

●
運
動
の
推
進
体
制
の
強
化

推
進
団
体
の
実
務
者
で
構
成
す

る
幹
事
会
（
年
3
回
）
を
開
催
し
、

運
動
の
推
進
体
制
の
強
化
を
図
る

サ
ン
ク
ス
運
動
と
は

沖
縄
県
で
は
、
県
内
の
18
の
福

祉
関
係
団
体
・
学
識
経
験
者
が

推
進
主
体
と
な
っ
て
「
地
域
の

人
々
が
明
る
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

築
き
支
え
合
う
社
会
の
実
現
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
T
H
A
N
K
S

（
サ
ン
ク
ス
）運
動（
以
下「
運
動
」

と
い
う
）を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
身
近
な
地
域
で

の
支
え
合
い
活
動
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
様
々
な
課
題
に

対
し
て
、
各
関
係
機
関
が
連
携
し

対
応
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指

し
、
全
県
的
な
運
動
と
し
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

運
動
が
進
め
る
3
つ
の
柱

1
　住
民
主
体
の
支
え
合
い
活

動
・
住
民
相
互
の
取
り
組

み
の
推
進

住
民
自
身
が
社
会
的
孤
立
の

状
態
に
あ
る
方
々
や
、
地
域
の
福

祉
・
生
活
課
題
に
気
づ
き
、
課
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
に
主

体
的
に
関
わ
れ
る
よ
う
、
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
支
え
合
い
・
生
活

支
援
活
動
等
を
推
進
し
ま
す
。

と
と
も
に
、
運
動
全
般
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
幹
事
会
に
お
い
て
、
企

業
や
団
体
、
個
人
等
の
運
動
へ
の

参
画
を
図
る
た
め
に
、
協
賛
団
体

の
役
割
・
位
置
づ
け
等
の
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

●
県
民
へ
の
広
報
・
啓
発
活
動

県
民
福
祉
講
演
会
の
開
催
や
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活

用
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
の
ぼ
り

等
を
作
成
・
配
布
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
61
回
沖
縄
県
社
会
福

祉
大
会
や
沖
縄
県
立
図
書
館
で

の
運
動
に
関
す
る
広
報
ブ
ー
ス

の
設
置
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
た
広
報
啓
発
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

●
全
市
町
村
へ
の
運
動
の
普
及
・

啓
発

県
社
協
が
実
施
す
る
「
社
会
的

孤
立
対
策
モ
デ
ル
事
業
」
や
、
モ

デ
ル
指
定
社
協
へ
の
巡
回
訪
問
・

指
定
社
協
連
絡
会
の
開
催
を
通

じ
て
、
地
域
に
お
け
る
社
会
的
孤

立
の
解
消
・
防
止
に
向
け
た
研

究
協
議
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、
モ
デ
ル
指
定
社
協
の
先

駆
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
報

告
書
の
作
成
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

●
地
区（
※
）圏
域
に
お
け
る
運
動

推
進
の
支
援

中
部
地
区
と
南
部
地
区
の
社

協
連
絡
協
議
会
が
主
催
す
る
「
モ

デ
ル
事
業
実
践
報
告
会
」
へ
助
成

し
、
社
会
的
孤
立
解
消
に
向
け
た

普
及
啓
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

●
県
内
社
会
福
祉
法
人
の
地
域

に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組

み
指
針
及
び
推
進
計
画
と
の

連
携

「
沖
縄
県
内
社
会
福
祉
法
人
の

地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り

組
み
指
針
・
推
進
計
画
」
に
基
づ

き
、「
社
会
福
祉
法
人
の
公
益
的

な
取
り
組
み
連
携
推
進
会
議
」

「
相
談
対
応
職
員
に
対
す
る
研
修

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

●
担
い
手
を
養
成
す
る
指
導
者

の
育
成

県
社
協
と
各
推
進
団
体
が
連

携
し
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
研
究
協

議
会
」
等
、
運
動
の
推
進
を
担
う

人
材
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
の
基
本
的
方
針

7
月
9
日
に
開
催
さ
れ
た
「
令

和
元
年
度
運
動
推
進
会
議
」
に
お

い
て
、
今
年
度
の
事
業
計
画
等
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
し
て
3
年
目
を
迎
え

る
今
年
度
の
本
運
動
の
重
点
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、「
市
町
村
段
階

に
お
け
る
運
動
の
推
進
」
を
掲
げ

「
市
町
村
圏
域
に
お
け
る
取
り
組

み
状
況
の
調
査
研
究
」を
進
め
、地

域
福
祉
の
中
核
を
担
う
市
町
村
社

協
と
関
係
機
関
・
団
体
が
協
働
し
、

各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
運
動
の

展
開
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
運
動
の
一

環
と
し
て
「
沖
縄
県
子
ど
も
の
居

場
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を
実

施
し
、
子
ど
も
の
居
場
所
か
ら
始

ま
る
地
域
の
支
え
合
い
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

令
和
元
年
度
の

具
体
的
な
取
り
組
み

●
運
動
推
進
会
議
・
幹
事
会
の

開
催
を
通
し
、
運
動
の
推
進
体
制

の
強
化
と
各
推
進
団
体
に
お
け

る
運
動
推
進
を
図
り
ま
す
。

●
県
民
福
祉
講
演
会
の
開
催
、
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
の
ぼ
り
、
バ
ッ
ジ
等
の

作
製
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
マ
ス

デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
、
広
報
啓
発

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

●
市
町
村
圏
域
に
お
け
る
取
り

組
み
状
況
の
調
査
研
究
を
進
め
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
運
動
の

推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
情
報
提

供
を
行
う
な
ど
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
的
孤
立
対
策
モ
デ

ル
事
業
の
成
果
の
普
及
・
啓
発
、

運
動
推
進
に
関
す
る
研
究
協
議

の
実
施
、
運
動
の
指
標
を
示
す
目

標
値
の
設
定
等
を
行
い
ま
す
。

●
社
会
的
孤
立
対
策
モ
デ
ル
事
業

の
成
果
や
、
社
会
福
祉
法
人
に
よ

る
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り

組
み
に
関
し
、
地
区
段
階
で
の
普

及
啓
発
を
目
的
に
地
区
社
連
へ
の

研
修
事
業
へ
の
助
成
な
ど
、
運
動

の
普
及
啓
発
を
行
い
ま
す
。

●
県
内
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
相

談
窓
口
の
設
置
に
伴
い
、
地
域
住

民
か
ら
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、
各
法
人
・
事
業
所
だ
け
で

は
解
決
が
困
難
な
相
談
等
に
対

し
て
は
、
市
町
村
社
協
に
配
置
さ

れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
相
談
員
等
が
連
携

し
、
課
題
解
決
を
図
る
仕
組
み
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
沖
縄
県
子
ど
も
の
居
場
所
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
設
立
に
向
け
て
、
県

内
の
子
ど
も
の
居
場
所
及
び
子
ど

も
食
堂
に
対
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

加
入
を
呼
び
か
け
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
に
あ
わ

せ
記
念
講
演
会
を
開
催
し
、
特
設

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
チ
ラ
シ
等
を
作

成
・
活
用
し
た
周
知
広
報
を
行

い
ま
す
。

「
沖
縄
県
子
ど
も
の
居
場
所

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
等
検
討
会
」

及
び
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

活
動
団
体
等
の
連
絡
会
」
を
立
ち

上
げ
る
と
と
も
に
、
市
町
村
単
位

で
の
子
ど
も
の
居
場
所
等
に
対

す
る
中
間
支
援
活
動
や
、
企
業
等

か
ら
の
子
ど
も
の
居
場
所
等
へ
の

支
援
に
係
る
調
整
を
行
い
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
研
究
会
に
お
い
て
、
実
践

活
動
の
推
進
に
向
け
て
調
査
研

究
を
進
め
、
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催

し
、
ワ
ー
カ
ー
の
養
成
研
修
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
者

の
養
成
研
修
や
、
福
祉
教
育
セ
ミ

ナ
ー
、
地
域
包
括
・
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
等
向
け
の
研

修
及
び
、
生
活
困
窮
者
等
の
支
援

者
の
研
究
協
議
会
の
開
催
な
ど
、

運
動
の
担
い
手
の
育
成
を
推
進

し
ま
す
。

●
協
賛
団
体
の
役
割
や
位
置
づ

け
、
呼
び
か
け
方
法
等
に
つ
い
て

幹
事
会
で
協
議
を
進
め
る
と
と

も
に
、
今
後
の
加
入
促
進
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

今回の特集は、平成30年度の運動実績と、令和元年度の取り組み内容などについて紹介します。

の推進について
特
　
集

▲ロゴマークデザインコンテスト最優秀賞受賞の様子

▲推進会議の様子

▲生活困窮者自立支援研究協議会の開催

▲地域での社会的孤立解消・防止に向けた取り組み
　（子どもの学習支援・居場所づくり）

※
こ
こ
で
の「
地
区
」は
、県
内
の
北
部
・
中

部・南
部・宮
古・八
重
山
の
5
つ
の
地
区

を
指
し
ま
す
。
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2
　地
域
に
お
け
る
課
題
に
対

し
て
関
係
機
関
が
連
携
し

て
対
応
す
る
取
り
組
み
の

推
進

社
協
、
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉

関
係
団
体
、
N
P
O
、
企
業
等
が

そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
強
み
を
発
揮

し
、
住
民
主
体
の
活
動
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
様
々
な
課
題
の
解

決
に
向
け
連
携
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

3
　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
を
担
う
人
材
の
配

置
の
推
進

市
町
村
社
協
等
に
学
校
区
・

民
児
協
区
等
を
担
当
区
域
と
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
を
担
う
人
材
を
配
置
し
、

住
民
主
体
の
小
地
域
福
祉
活
動

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
社
会
的

孤
立
状
態
に
あ
る
住
民
・
地
域
の

福
祉
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
他
団
体

等
と
の
連
携
・
調
整
に
よ
る
円
滑

な
支
援
を
行
な
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
主
な
実
績

●
運
動
の
推
進
体
制
の
強
化

推
進
団
体
の
実
務
者
で
構
成
す

る
幹
事
会
（
年
3
回
）
を
開
催
し
、

運
動
の
推
進
体
制
の
強
化
を
図
る

サ
ン
ク
ス
運
動
と
は

沖
縄
県
で
は
、
県
内
の
18
の
福

祉
関
係
団
体
・
学
識
経
験
者
が

推
進
主
体
と
な
っ
て
「
地
域
の

人
々
が
明
る
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

築
き
支
え
合
う
社
会
の
実
現
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
T
H
A
N
K
S

（
サ
ン
ク
ス
）運
動（
以
下「
運
動
」

と
い
う
）を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
身
近
な
地
域
で

の
支
え
合
い
活
動
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
様
々
な
課
題
に

対
し
て
、
各
関
係
機
関
が
連
携
し

対
応
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指

し
、
全
県
的
な
運
動
と
し
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

運
動
が
進
め
る
3
つ
の
柱

1
　住
民
主
体
の
支
え
合
い
活

動
・
住
民
相
互
の
取
り
組

み
の
推
進

住
民
自
身
が
社
会
的
孤
立
の

状
態
に
あ
る
方
々
や
、
地
域
の
福

祉
・
生
活
課
題
に
気
づ
き
、
課
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
に
主

体
的
に
関
わ
れ
る
よ
う
、
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
支
え
合
い
・
生
活

支
援
活
動
等
を
推
進
し
ま
す
。

と
と
も
に
、
運
動
全
般
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
幹
事
会
に
お
い
て
、
企

業
や
団
体
、
個
人
等
の
運
動
へ
の

参
画
を
図
る
た
め
に
、
協
賛
団
体

の
役
割
・
位
置
づ
け
等
の
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

●
県
民
へ
の
広
報
・
啓
発
活
動

県
民
福
祉
講
演
会
の
開
催
や
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活

用
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
の
ぼ
り

等
を
作
成
・
配
布
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
61
回
沖
縄
県
社
会
福

祉
大
会
や
沖
縄
県
立
図
書
館
で

の
運
動
に
関
す
る
広
報
ブ
ー
ス

の
設
置
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
た
広
報
啓
発
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

●
全
市
町
村
へ
の
運
動
の
普
及
・

啓
発

県
社
協
が
実
施
す
る
「
社
会
的

孤
立
対
策
モ
デ
ル
事
業
」
や
、
モ

デ
ル
指
定
社
協
へ
の
巡
回
訪
問
・

指
定
社
協
連
絡
会
の
開
催
を
通

じ
て
、
地
域
に
お
け
る
社
会
的
孤

立
の
解
消
・
防
止
に
向
け
た
研

究
協
議
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、
モ
デ
ル
指
定
社
協
の
先

駆
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
報

告
書
の
作
成
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

●
地
区（
※
）圏
域
に
お
け
る
運
動

推
進
の
支
援

中
部
地
区
と
南
部
地
区
の
社

協
連
絡
協
議
会
が
主
催
す
る
「
モ

デ
ル
事
業
実
践
報
告
会
」
へ
助
成

し
、
社
会
的
孤
立
解
消
に
向
け
た

普
及
啓
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

●
県
内
社
会
福
祉
法
人
の
地
域

に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組

み
指
針
及
び
推
進
計
画
と
の

連
携

「
沖
縄
県
内
社
会
福
祉
法
人
の

地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り

組
み
指
針
・
推
進
計
画
」
に
基
づ

き
、「
社
会
福
祉
法
人
の
公
益
的

な
取
り
組
み
連
携
推
進
会
議
」

「
相
談
対
応
職
員
に
対
す
る
研
修

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

●
担
い
手
を
養
成
す
る
指
導
者

の
育
成

県
社
協
と
各
推
進
団
体
が
連

携
し
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
研
究
協

議
会
」
等
、
運
動
の
推
進
を
担
う

人
材
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
の
基
本
的
方
針

7
月
9
日
に
開
催
さ
れ
た
「
令

和
元
年
度
運
動
推
進
会
議
」
に
お

い
て
、
今
年
度
の
事
業
計
画
等
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
し
て
3
年
目
を
迎
え

る
今
年
度
の
本
運
動
の
重
点
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、「
市
町
村
段
階

に
お
け
る
運
動
の
推
進
」
を
掲
げ

「
市
町
村
圏
域
に
お
け
る
取
り
組

み
状
況
の
調
査
研
究
」を
進
め
、地

域
福
祉
の
中
核
を
担
う
市
町
村
社

協
と
関
係
機
関
・
団
体
が
協
働
し
、

各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
運
動
の

展
開
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
運
動
の
一

環
と
し
て
「
沖
縄
県
子
ど
も
の
居

場
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を
実

施
し
、
子
ど
も
の
居
場
所
か
ら
始

ま
る
地
域
の
支
え
合
い
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

令
和
元
年
度
の

具
体
的
な
取
り
組
み

●
運
動
推
進
会
議
・
幹
事
会
の

開
催
を
通
し
、
運
動
の
推
進
体
制

の
強
化
と
各
推
進
団
体
に
お
け

る
運
動
推
進
を
図
り
ま
す
。

●
県
民
福
祉
講
演
会
の
開
催
、
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
の
ぼ
り
、
バ
ッ
ジ
等
の

作
製
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
マ
ス

デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
、
広
報
啓
発

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

●
市
町
村
圏
域
に
お
け
る
取
り

組
み
状
況
の
調
査
研
究
を
進
め
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
運
動
の

推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
情
報
提

供
を
行
う
な
ど
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
的
孤
立
対
策
モ
デ

ル
事
業
の
成
果
の
普
及
・
啓
発
、

運
動
推
進
に
関
す
る
研
究
協
議

の
実
施
、
運
動
の
指
標
を
示
す
目

標
値
の
設
定
等
を
行
い
ま
す
。

●
社
会
的
孤
立
対
策
モ
デ
ル
事
業

の
成
果
や
、
社
会
福
祉
法
人
に
よ

る
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り

組
み
に
関
し
、
地
区
段
階
で
の
普

及
啓
発
を
目
的
に
地
区
社
連
へ
の

研
修
事
業
へ
の
助
成
な
ど
、
運
動

の
普
及
啓
発
を
行
い
ま
す
。

●
県
内
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
相

談
窓
口
の
設
置
に
伴
い
、
地
域
住

民
か
ら
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、
各
法
人
・
事
業
所
だ
け
で

は
解
決
が
困
難
な
相
談
等
に
対

し
て
は
、
市
町
村
社
協
に
配
置
さ

れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
相
談
員
等
が
連
携

し
、
課
題
解
決
を
図
る
仕
組
み
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
沖
縄
県
子
ど
も
の
居
場
所
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
設
立
に
向
け
て
、
県

内
の
子
ど
も
の
居
場
所
及
び
子
ど

も
食
堂
に
対
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

加
入
を
呼
び
か
け
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
に
あ
わ

せ
記
念
講
演
会
を
開
催
し
、
特
設

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
チ
ラ
シ
等
を
作

成
・
活
用
し
た
周
知
広
報
を
行

い
ま
す
。

「
沖
縄
県
子
ど
も
の
居
場
所

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
等
検
討
会
」

及
び
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

活
動
団
体
等
の
連
絡
会
」
を
立
ち

上
げ
る
と
と
も
に
、
市
町
村
単
位

で
の
子
ど
も
の
居
場
所
等
に
対

す
る
中
間
支
援
活
動
や
、
企
業
等

か
ら
の
子
ど
も
の
居
場
所
等
へ
の

支
援
に
係
る
調
整
を
行
い
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
研
究
会
に
お
い
て
、
実
践

活
動
の
推
進
に
向
け
て
調
査
研

究
を
進
め
、
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催

し
、
ワ
ー
カ
ー
の
養
成
研
修
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
者

の
養
成
研
修
や
、
福
祉
教
育
セ
ミ

ナ
ー
、
地
域
包
括
・
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
等
向
け
の
研

修
及
び
、
生
活
困
窮
者
等
の
支
援

者
の
研
究
協
議
会
の
開
催
な
ど
、

運
動
の
担
い
手
の
育
成
を
推
進

し
ま
す
。

●
協
賛
団
体
の
役
割
や
位
置
づ

け
、
呼
び
か
け
方
法
等
に
つ
い
て

幹
事
会
で
協
議
を
進
め
る
と
と

も
に
、
今
後
の
加
入
促
進
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

今回の特集は、平成30年度の運動実績と、令和元年度の取り組み内容などについて紹介します。

の推進について
特
　
集

▲ロゴマークデザインコンテスト最優秀賞受賞の様子

▲推進会議の様子

▲生活困窮者自立支援研究協議会の開催

▲地域での社会的孤立解消・防止に向けた取り組み
　（子どもの学習支援・居場所づくり）

※
こ
こ
で
の「
地
区
」は
、県
内
の
北
部
・
中

部・南
部・宮
古・八
重
山
の
5
つ
の
地
区

を
指
し
ま
す
。
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19
歳
の
頃
、
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
の

旅
で
た
ど
り
着
い
た
沖
縄
の
離

島
。そ
こ
で
住
込
み
で
働
く
中
で

「
矯
正
職
員
」と
い
う
仕
事
を
知
り

「
人
が
人
を
導
く
仕
事
が
し
た
い
」

「
自
分
が
子
ど
も
の
頃
に
そ
ば
に

い
て
ほ
し
か
っ
た
大
人
に
な
り
た

い
」そ
の
想
い
か
ら
猛
勉
強
の
末
、

23
歳
で
国
家
公
務
員
試
験
に
合

格
。刑
務
官
と
し
て
働
き
、
31
歳

で
法
務
教
官
と
し
て
沖
縄
少
年

院
へ
。多
く
の
子
ど
も
達
と
関
わ

る
中
、
4
年
前
の
37
歳
の
時
に
屋

久
島
で
の
単
独
登
山
中
、
生
死
に

か
か
わ
る
事
故
に
遭
い
、
何
と
か

一
命
を
取
り
留
め
た
際
「
残
り
の

人
生
は
子
ど
も
達
の
た
め
に
生

き
よ
う
」と
決
心
し
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
1
年
後
、
管
理
職
へ
の

昇
進
辞
令
を
断
っ
て
法
務
教
官

を
辞
め
、
教
え
子
で
あ
る
少
年
院

の
卒
業
生
ら
と
日
本
こ
ど
も
み
ら

い
支
援
機
構
の
立
ち
上
げ
に
至

り
ま
し
た
。

武
藤
さ
ん
が
2
年
間
で
関
わ
っ

て
き
た
子
ど
も
達
は
約
1
、

0
0
0
人
。時
代
の
移
り
変
わ
り

日
本
こ
ど
も
み
ら
い
支
援

機
構
（
代
表 

：
武
藤 
杜
夫
さ

ん
）で
は
、
様
々
な
悩
み
・
問

題
を
抱
え
る
子
ど
も
達
を
探

し
、
会
い
に
行
く「
デ
ィ
ス
カ

バ
ー（
発
見
す
る
）型
相
談
支

援
事
業
」と
、「
り
ゅ
う
ち
ゃ
ん

子
ど
も
の
希
望
募
金
活
動
助

成
事
業
」を
活
用
し
た
、
帰
る

場
所
の
な
い
子
ど
も
達
を
一

時
的
に
保
護
す
る
「
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
シ
ェ
ル
タ
ー
事
業
」を

行
い
、子
ど
も
達
の
自
立
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

武
藤
さ
ん
と
出
会
う
子
ど

も
達
の
多
く
は
、「
非
行
少
年
・

少
女
」と
呼
ば
れ
る
子
ど
も
達

で
す
。し
か
し
、
武
藤
さ
ん
自

身
も
複
雑
な
家
庭
環
境
な
ど

に
よ
り
、信
頼
で
き
る
と
感
じ

る
大
人
が
周
り
に
い
な
い
環

境
で
育
っ
た
と
感
じ
て
い
た

そ
う
で
す
。教
師
に
反
発
し
、

非
行
を
繰
り
返
し
、
成
績
は

オ
ー
ル
1
で
不
登
校
。武
藤
さ

ん
自
身
も
、そ
う
い
っ
た
少
年

時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。

も
あ
り
、
最
近
で
は
外
で
子
ど
も

達
と
出
会
う
だ
け
で
な
く
、

S
N
S
等
を
通
じ
て
悩
み
を
抱
え

る
子
ど
も
達
と
出
会
う
こ
と
も
少

な
く
な
い
そ
う
で
す
。

「
家
庭
環
境
や
学
校
生
活
、
友

人
関
係
な
ど
で
悩
む
中
、
信
頼
で

き
る
大
人
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

ず
、
抱
え
る
問
題
を
大
人
に
相
談

で
き
な
い
ま
ま
、
取
返
し
の
つ
か

な
い
事
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
子
ど

も
達
が
多
く
い
ま
す
。そ
の
よ
う

な
子
ど
も
達
を
探
し
出
し
、
ま
ず

は
自
分
自
身
の
悩
み
事
に
気
づ

き
、
整
理
し
て
も
ら
う
と
こ
ろ
か

ら
始
め
て
い
ま
す
」
と
武
藤
さ
ん

は
語
り
ま
す
。

「
現
在
の
リ
ス
ク
管
理
社
会
は
、

一
昔
前
ま
で
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
あ
っ
た
、『
子
ど
も
に
何
か
あ
っ

た
時
に
は
、大
人
が
責
任
を
取
る
』

と
い
う
姿
勢
を
取
り
づ
ら
く
さ

せ
、
子
ど
も
達
と
関
わ
り
に
く
く

さ
せ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
の
お
年
寄
り
が
、
学
校
に
行

か
ず
た
む
ろ
し
て
い
る
子
ど
も
達

を
車
に
乗
せ
、
学
校
に
連
れ
て

行
っ
た
が
、
夕
方
に
は
不
審
者
情

報
と
し
て
出
回
っ
て
い
た
、
と
い

う
よ
う
な
話
も
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。僕
が
や
っ
て
い
る
こ
と

は
そ
れ
に
加
え
、
ご
飯
を
食
べ
さ

せ
た
り
、寝
泊
ま
り
さ
せ
た
り
、就

職
に
結
び
つ
け
た
り（
笑
）

リ
ス
ク
を
恐
れ
て
い
て
は

で
き
な
い
こ
と
で
す
」

「
一
人
の
大
人
と
し
て
、

子
ど
も
の
前
で
ど
う
振
舞

う
か
」
武
藤
さ
ん
は
こ
の

よ
う
な
こ
と
も
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

私
た
ち
大
人
一
人
ひ
と

り
が
「
大
人
の
あ
る
べ
き

姿
」に
つ
い
て
考
え
、
子
ど

も
達
と
関
わ
る
こ
と
で
、大

人
に
な
っ
た
子
ど
も
達
も

ま
た
、「
大
人
と
し
て
の
あ

る
べ
き
姿
」を
思
い
描
き
な

が
ら
次
の
子
ど
も
達
に
関

わ
り
、大
人
と
子
ど
も
が
つ

な
が
っ
て
い
く
・
・
・
。

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
他
者

へ
の
関
心
や
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
、地
域
の
絆
、こ

れ
ら
の
再
構
築
の
ヒ
ン
ト

が
武
藤
さ
ん
の
言
葉
に
隠

さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

そ
ば
に
い
て
ほ
し
い
大
人
に
な
る

〜
子
ど
も
達
に
寄
り
添
う
た
め
に
〜

日本こどもみらい支援機構

関連記事

「
地
域
の
人
々
が
明
る
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
支
え
合
う
社
会
」を
合
言
葉
に
は
じ
ま
っ
た
サ
ン
ク
ス

運
動
。地
域
社
会
が
変
動
す
る
中
、支
え
合
う
社
会
を
築
く
多
様
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ン
ク
ス
運
動
関
連
事
で
は
、そ
ん
な
活
動
に
活
躍
す
る
団
体
や
人
物
を
紹
介
し
ま
す
。

☎090-6865-3504 info@nipponkodomomiraishienkiko.jp https://nipponkodomomiraishienkiko.jp

▲代表　武藤 杜夫さん

▲プライベートシェルターでの夕食づくり

沖
縄
県
社
会
福
祉
施
策
・
予

算
対
策
協
議
会（
以
下「
予
対
協
」

と
い
う
）の
代
表
団
14
名
は
、
8

月
20
日
、県
庁
に
謝
花
喜
一
郎
副

知
事
を
訪
ね
、「
令
和
2
年
度
県

福
祉
施
策
・
予
算
に
対
す
る
要

請
書
」を
提
出
し
ま
し
た
。

手
交
式
の
冒
頭
、予
対
協
の
湧

川
昌
秀
会
長
は「
福
祉
課
題
が
複

雑
・
多
様
化
す
る
中
、さ
ら
な
る

施
策
の
充
実
を
痛
感
し
て
い
る
。

全
て
の
案
件
が
達
成
さ
れ
る
よ

う
最
大
限
の
配
慮
を
お
願
い
し

た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、
全
28
項

目
の
要
請
書
を
謝
花
副
知
事
へ

手
渡
し
ま
し
た
。

今
回
の
要
請
で
は
、施
策
関
連

21
件
、
予
算
関
連
7
件
、
う
ち
15

件
の
新
規
項
目
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

新
規
項
目
と
し
て
障
害
福
祉

分
野
か
ら
あ
が
っ
た「
離
島
施
設

に
対
す
る
人
材
確
保
・
育
成
事

業
の
創
設
に
つ
い
て
」で
は
、
離

島
の
障
害
者
施
設
・
事
業
所
で

は
本
島
で
開
催
さ
れ
る
研
修
へ

の
参
加
に
係
る
旅
費
の
捻
出
等

の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、高
齢

者
分
野
で
実
施
す
る
事
業
を
参

考
と
し
た
人
材
確
保
事
業
の
創

設
を
求
め
ま
し
た
。

代
表
団
か
ら
説
明
を
受
け
た

謝
花
副
知
事
か
ら「
福
祉
は
県
行

政
だ
け
で
は
進
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。現
場
の
皆
様
の
切
実
な

思
い
を
重
く
受
け
止
め
、県
と
し

て
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
」と
コ
メ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。

予
対
協
で
は
、県
内
の
全
市
町

村
長
及
び
市
町
村
議
会
議
長
に

対
し
て
も
、福
祉
施
策
の
充
実
や

予
算
の
確
保
に
関
す
る
要
請
文

書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

県
へ
の
要
請
活
動
に
先
立
ち
、

予
対
協
で
は
、
7
月
25
日
、
26
日

の
両
日
、県
子
ど
も
生
活
福
祉
部

主
催
の
施
策
説
明
会
で
政
策
提

言
を
行
う
と
と
も
に
、県
と
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

説
明
会
は
①
社
協
・
民
児
協
、

②
高
齢
者
、③
障
害
、④
児
童
・

保
育
の
4
つ
の
分
野
ご
と
に
実

施
さ
れ
、県
の
進
め
る
重
点
施
策

に
つ
い
て
各
課
の
課
長
が
説
明

し
た
後
、予
対
協
の
代
表
か
ら
の

質
疑
や
意
見
交
換
が
活
発
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
福
祉
施
策
の
充
実
に
向
け
て

　
　県
社
会
福
祉
施
策
・
予
算
対
策
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　要
請
書
を
県
知
事
へ
提
出

予
対
協
代
表
と
意
見
を
交
わ
す

　
　
　
　
　
　子
ど
も
生
活
福
祉
部
施
策
説
明
会

県
社
協
で
は
、去
っ
た
8
月
2

日
に
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

に
お
い
て
、「
総
務
関
連
担
当
職

員
育
成
研
修【
会
計
入
門
編
】」を

開
催
し
、県
内
に
あ
る
社
会
福
祉

法
人
等
の
役
職
員
約
1
5
0
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

当
該
研
修
会
に
つ
い
て
は
、社

会
福
祉
法
人
に
お
け
る
会
計
実

務
者
の
育
成
及
び
基
礎
知
識
の

習
得
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催

し
て
お
り
、県
内
の
社
会
福
祉
法

人
及
び
施
設
の
会
計
処
理
や
税

務
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
町
田

真
子
氏（
E
Y
税
理
士
法
人
沖
縄

事
務
所
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

が
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
参
加
者
が
持
参
し

た
決
算
書
（
資
金
収
支
計
算
書
・

事
業
活
動
計
算
書・貸
借
対
照
表
・

財
産
目
録
）
や
テ
キ
ス
ト
を
使
用

し
、決
算
書
の
見
方
や
関
係
性
、会

計
実
務
者
が
日
々
行
っ
て
い
る
仕

訳
等
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
社
会

福
祉
法
や
会
計
基
準
を
参
考
に
し

な
が
ら
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
義
の
後
半
で
は
、消
費
税
率

の
改
定
に
伴
う
注
意
点
に
つ
い

て
も
説
明
が
あ
り
、町
田
氏
か
ら

は
、「
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、国

税
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
事
と
、消
費
税
価
格

転
嫁
等
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
が

公
開
し
て
い
る
Q
＆
A
も
参
考

に
な
り
ま
す
」と
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
関
連
す
る

法
令
の
説
明
も
あ
り
、非
常
に
丁

寧
で
分
か
り
易
か
っ
た
」等
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

県
社
協
で
は
、今
後
も
県
内
の

社
会
福
祉
法
人
及
び
施
設
が
適

正
な
事
務
・
事
業
の
推
進
が
図

れ
る
よ
う
、ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

研
修
会
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

総
務
関
連
担
当
職
員
育
成
研
修

【
会
計
入
門
編
】を
開
催

▲謝花喜一郎副知事（右から2人目）へ要請書を
手渡す湧川昌秀会長（同3人目）

▲施策説明会の様子▲研修会の様子
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19
歳
の
頃
、
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
の

旅
で
た
ど
り
着
い
た
沖
縄
の
離

島
。そ
こ
で
住
込
み
で
働
く
中
で

「
矯
正
職
員
」と
い
う
仕
事
を
知
り

「
人
が
人
を
導
く
仕
事
が
し
た
い
」

「
自
分
が
子
ど
も
の
頃
に
そ
ば
に

い
て
ほ
し
か
っ
た
大
人
に
な
り
た

い
」そ
の
想
い
か
ら
猛
勉
強
の
末
、

23
歳
で
国
家
公
務
員
試
験
に
合

格
。刑
務
官
と
し
て
働
き
、
31
歳

で
法
務
教
官
と
し
て
沖
縄
少
年

院
へ
。多
く
の
子
ど
も
達
と
関
わ

る
中
、
4
年
前
の
37
歳
の
時
に
屋

久
島
で
の
単
独
登
山
中
、
生
死
に

か
か
わ
る
事
故
に
遭
い
、
何
と
か

一
命
を
取
り
留
め
た
際
「
残
り
の

人
生
は
子
ど
も
達
の
た
め
に
生

き
よ
う
」と
決
心
し
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
1
年
後
、
管
理
職
へ
の

昇
進
辞
令
を
断
っ
て
法
務
教
官

を
辞
め
、
教
え
子
で
あ
る
少
年
院

の
卒
業
生
ら
と
日
本
こ
ど
も
み
ら

い
支
援
機
構
の
立
ち
上
げ
に
至

り
ま
し
た
。

武
藤
さ
ん
が
2
年
間
で
関
わ
っ

て
き
た
子
ど
も
達
は
約
1
、

0
0
0
人
。時
代
の
移
り
変
わ
り

日
本
こ
ど
も
み
ら
い
支
援

機
構
（
代
表 

：
武
藤 

杜
夫
さ

ん
）で
は
、
様
々
な
悩
み
・
問

題
を
抱
え
る
子
ど
も
達
を
探

し
、
会
い
に
行
く「
デ
ィ
ス
カ

バ
ー（
発
見
す
る
）型
相
談
支

援
事
業
」と
、「
り
ゅ
う
ち
ゃ
ん

子
ど
も
の
希
望
募
金
活
動
助

成
事
業
」を
活
用
し
た
、
帰
る

場
所
の
な
い
子
ど
も
達
を
一

時
的
に
保
護
す
る
「
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
シ
ェ
ル
タ
ー
事
業
」を

行
い
、子
ど
も
達
の
自
立
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

武
藤
さ
ん
と
出
会
う
子
ど

も
達
の
多
く
は
、「
非
行
少
年
・

少
女
」と
呼
ば
れ
る
子
ど
も
達

で
す
。し
か
し
、
武
藤
さ
ん
自

身
も
複
雑
な
家
庭
環
境
な
ど

に
よ
り
、信
頼
で
き
る
と
感
じ

る
大
人
が
周
り
に
い
な
い
環

境
で
育
っ
た
と
感
じ
て
い
た

そ
う
で
す
。教
師
に
反
発
し
、

非
行
を
繰
り
返
し
、
成
績
は

オ
ー
ル
1
で
不
登
校
。武
藤
さ

ん
自
身
も
、そ
う
い
っ
た
少
年

時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。

も
あ
り
、
最
近
で
は
外
で
子
ど
も

達
と
出
会
う
だ
け
で
な
く
、

S
N
S
等
を
通
じ
て
悩
み
を
抱
え

る
子
ど
も
達
と
出
会
う
こ
と
も
少

な
く
な
い
そ
う
で
す
。

「
家
庭
環
境
や
学
校
生
活
、
友

人
関
係
な
ど
で
悩
む
中
、
信
頼
で

き
る
大
人
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

ず
、
抱
え
る
問
題
を
大
人
に
相
談

で
き
な
い
ま
ま
、
取
返
し
の
つ
か

な
い
事
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
子
ど

も
達
が
多
く
い
ま
す
。そ
の
よ
う

な
子
ど
も
達
を
探
し
出
し
、
ま
ず

は
自
分
自
身
の
悩
み
事
に
気
づ

き
、
整
理
し
て
も
ら
う
と
こ
ろ
か

ら
始
め
て
い
ま
す
」
と
武
藤
さ
ん

は
語
り
ま
す
。

「
現
在
の
リ
ス
ク
管
理
社
会
は
、

一
昔
前
ま
で
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
あ
っ
た
、『
子
ど
も
に
何
か
あ
っ

た
時
に
は
、大
人
が
責
任
を
取
る
』

と
い
う
姿
勢
を
取
り
づ
ら
く
さ

せ
、
子
ど
も
達
と
関
わ
り
に
く
く

さ
せ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
の
お
年
寄
り
が
、
学
校
に
行

か
ず
た
む
ろ
し
て
い
る
子
ど
も
達

を
車
に
乗
せ
、
学
校
に
連
れ
て

行
っ
た
が
、
夕
方
に
は
不
審
者
情

報
と
し
て
出
回
っ
て
い
た
、
と
い

う
よ
う
な
話
も
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。僕
が
や
っ
て
い
る
こ
と

は
そ
れ
に
加
え
、
ご
飯
を
食
べ
さ

せ
た
り
、寝
泊
ま
り
さ
せ
た
り
、就

職
に
結
び
つ
け
た
り（
笑
）

リ
ス
ク
を
恐
れ
て
い
て
は

で
き
な
い
こ
と
で
す
」

「
一
人
の
大
人
と
し
て
、

子
ど
も
の
前
で
ど
う
振
舞

う
か
」
武
藤
さ
ん
は
こ
の

よ
う
な
こ
と
も
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

私
た
ち
大
人
一
人
ひ
と

り
が
「
大
人
の
あ
る
べ
き

姿
」に
つ
い
て
考
え
、
子
ど

も
達
と
関
わ
る
こ
と
で
、大

人
に
な
っ
た
子
ど
も
達
も

ま
た
、「
大
人
と
し
て
の
あ

る
べ
き
姿
」を
思
い
描
き
な

が
ら
次
の
子
ど
も
達
に
関

わ
り
、大
人
と
子
ど
も
が
つ

な
が
っ
て
い
く
・
・
・
。

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
他
者

へ
の
関
心
や
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
、地
域
の
絆
、こ

れ
ら
の
再
構
築
の
ヒ
ン
ト

が
武
藤
さ
ん
の
言
葉
に
隠

さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

そ
ば
に
い
て
ほ
し
い
大
人
に
な
る

〜
子
ど
も
達
に
寄
り
添
う
た
め
に
〜

日本こどもみらい支援機構

関連記事

「
地
域
の
人
々
が
明
る
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
支
え
合
う
社
会
」を
合
言
葉
に
は
じ
ま
っ
た
サ
ン
ク
ス

運
動
。地
域
社
会
が
変
動
す
る
中
、支
え
合
う
社
会
を
築
く
多
様
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ン
ク
ス
運
動
関
連
事
で
は
、そ
ん
な
活
動
に
活
躍
す
る
団
体
や
人
物
を
紹
介
し
ま
す
。

☎090-6865-3504 info@nipponkodomomiraishienkiko.jp https://nipponkodomomiraishienkiko.jp

▲代表　武藤 杜夫さん

▲プライベートシェルターでの夕食づくり

沖
縄
県
社
会
福
祉
施
策
・
予

算
対
策
協
議
会（
以
下「
予
対
協
」

と
い
う
）の
代
表
団
14
名
は
、
8

月
20
日
、県
庁
に
謝
花
喜
一
郎
副

知
事
を
訪
ね
、「
令
和
2
年
度
県

福
祉
施
策
・
予
算
に
対
す
る
要

請
書
」を
提
出
し
ま
し
た
。

手
交
式
の
冒
頭
、予
対
協
の
湧

川
昌
秀
会
長
は「
福
祉
課
題
が
複

雑
・
多
様
化
す
る
中
、さ
ら
な
る

施
策
の
充
実
を
痛
感
し
て
い
る
。

全
て
の
案
件
が
達
成
さ
れ
る
よ

う
最
大
限
の
配
慮
を
お
願
い
し

た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、
全
28
項

目
の
要
請
書
を
謝
花
副
知
事
へ

手
渡
し
ま
し
た
。

今
回
の
要
請
で
は
、施
策
関
連

21
件
、
予
算
関
連
7
件
、
う
ち
15

件
の
新
規
項
目
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

新
規
項
目
と
し
て
障
害
福
祉

分
野
か
ら
あ
が
っ
た「
離
島
施
設

に
対
す
る
人
材
確
保
・
育
成
事

業
の
創
設
に
つ
い
て
」で
は
、
離

島
の
障
害
者
施
設
・
事
業
所
で

は
本
島
で
開
催
さ
れ
る
研
修
へ

の
参
加
に
係
る
旅
費
の
捻
出
等

の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、高
齢

者
分
野
で
実
施
す
る
事
業
を
参

考
と
し
た
人
材
確
保
事
業
の
創

設
を
求
め
ま
し
た
。

代
表
団
か
ら
説
明
を
受
け
た

謝
花
副
知
事
か
ら「
福
祉
は
県
行

政
だ
け
で
は
進
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。現
場
の
皆
様
の
切
実
な

思
い
を
重
く
受
け
止
め
、県
と
し

て
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
」と
コ
メ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。

予
対
協
で
は
、県
内
の
全
市
町

村
長
及
び
市
町
村
議
会
議
長
に

対
し
て
も
、福
祉
施
策
の
充
実
や

予
算
の
確
保
に
関
す
る
要
請
文

書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

県
へ
の
要
請
活
動
に
先
立
ち
、

予
対
協
で
は
、
7
月
25
日
、
26
日

の
両
日
、県
子
ど
も
生
活
福
祉
部

主
催
の
施
策
説
明
会
で
政
策
提

言
を
行
う
と
と
も
に
、県
と
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

説
明
会
は
①
社
協
・
民
児
協
、

②
高
齢
者
、③
障
害
、④
児
童
・

保
育
の
4
つ
の
分
野
ご
と
に
実

施
さ
れ
、県
の
進
め
る
重
点
施
策

に
つ
い
て
各
課
の
課
長
が
説
明

し
た
後
、予
対
協
の
代
表
か
ら
の

質
疑
や
意
見
交
換
が
活
発
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
福
祉
施
策
の
充
実
に
向
け
て

　
　県
社
会
福
祉
施
策
・
予
算
対
策
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　要
請
書
を
県
知
事
へ
提
出

予
対
協
代
表
と
意
見
を
交
わ
す

　
　
　
　
　
　子
ど
も
生
活
福
祉
部
施
策
説
明
会

県
社
協
で
は
、去
っ
た
8
月
2

日
に
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

に
お
い
て
、「
総
務
関
連
担
当
職

員
育
成
研
修【
会
計
入
門
編
】」を

開
催
し
、県
内
に
あ
る
社
会
福
祉

法
人
等
の
役
職
員
約
1
5
0
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

当
該
研
修
会
に
つ
い
て
は
、社

会
福
祉
法
人
に
お
け
る
会
計
実

務
者
の
育
成
及
び
基
礎
知
識
の

習
得
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催

し
て
お
り
、県
内
の
社
会
福
祉
法

人
及
び
施
設
の
会
計
処
理
や
税

務
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
町
田

真
子
氏（
E
Y
税
理
士
法
人
沖
縄

事
務
所
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

が
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
参
加
者
が
持
参
し

た
決
算
書
（
資
金
収
支
計
算
書
・

事
業
活
動
計
算
書・貸
借
対
照
表
・

財
産
目
録
）
や
テ
キ
ス
ト
を
使
用

し
、決
算
書
の
見
方
や
関
係
性
、会

計
実
務
者
が
日
々
行
っ
て
い
る
仕

訳
等
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
社
会

福
祉
法
や
会
計
基
準
を
参
考
に
し

な
が
ら
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
義
の
後
半
で
は
、消
費
税
率

の
改
定
に
伴
う
注
意
点
に
つ
い

て
も
説
明
が
あ
り
、町
田
氏
か
ら

は
、「
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、国

税
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
事
と
、消
費
税
価
格

転
嫁
等
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
が

公
開
し
て
い
る
Q
＆
A
も
参
考

に
な
り
ま
す
」と
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
関
連
す
る

法
令
の
説
明
も
あ
り
、非
常
に
丁

寧
で
分
か
り
易
か
っ
た
」等
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

県
社
協
で
は
、今
後
も
県
内
の

社
会
福
祉
法
人
及
び
施
設
が
適

正
な
事
務
・
事
業
の
推
進
が
図

れ
る
よ
う
、ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

研
修
会
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

総
務
関
連
担
当
職
員
育
成
研
修

【
会
計
入
門
編
】を
開
催

▲謝花喜一郎副知事（右から2人目）へ要請書を
手渡す湧川昌秀会長（同3人目）

▲施策説明会の様子▲研修会の様子
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令和元年度
開催コース

初任コース（8／21・22の2日間）
チームリーダーコース（12／3・4の2日間）

詳しい内容についての
お問合せ先

沖縄県社会福祉協議会　福祉人材研修センター

①あらゆる事業種別（高齢・保育・児童・障害等）・職種を横断した福祉・介護職員全般が対象。

②研修内容の標準化による（全国共通のテキストを用いる）全国共通の基礎的研修。  
全国50か所の研修実施機関で開催。

③階層ごとに5つ（初任、中堅、チームリーダー、管理職、上級管理職）の過程を区分し、  
それぞれに対応した研修プログラムを設定。

※上級管理職コースについては全国社会福祉協議会にて実施される。

④修了証の交付（全国共通のキャリア証明に）

TEL.098-882-5703　　FAX.098-887-1071
ホームページ http：//www.okishakyo.or.jp/kensyuu/

本
研
修
の
特
徴

生活福祉資金（教育支援資金）の利用について
教育支援資金とは、世帯の所得が一定の所得以下の世帯で、他からの融資を受けることが出来ない世帯
に対し、就学に必要な費用を貸付するものです。申し込みに関する相談については、お住いの市町村社会
福祉協議会が窓口となります。

沖縄県福祉人材研修センターでは、福祉職員自らのキャリアパスの階層に応じて、共通に求められる能力の向上
を段階的・体系的に習得するとともに、各施設・事業所のキャリアパスの整備や職員育成施策の確立・実施を
支援することを目的に実施します。ぜひご受講ください。

福祉の仕事に就職した思い・きっかけを振り返りながら、これから
のめざしたい職業人としての自己イメージを明確にすることがで
きました。自分が今後やるべきことが見えてきたので、仕事のモチ
ベーションも上がりました。明日から実践していきたいです。

Q.入学前でも申し込みはできますか？
A.合格が決定している場合、申し込みができます。申
し込みの際に合格通知書の提出が必要となります。
入学後には在学証明書を提出していただきます。

Q.初回相談から貸付が決まるまで、どのくらいの時
間がかかりますか？

A.合格が決定したら申し込みができますが、毎年11
月から3月は相談が多く、大変混み合います。必要
書類を揃えるまでに時間を要することもあります
ので、おおむね2か月程度かかります。

Q.他の奨学金と併用できますか？
A.日本学生支援機構（JASSO）の無利子奨学金や他
の奨学金制度及び沖縄振興開発金融公庫の教育
ローンが利用できる場合は、そちらを優先していた
だきます。（他法制度優先)ただし、奨学金の支給開
始までに学費等の支払いが必要な場合や、給付型
や無利子奨学金の借入を利用しても学費が足りな
い等の場合は、ご相談ください。なお、日本学生支
援機構（JASSO）の第二種（利子付）奨学金との併
用は不可となります。

対象世帯 世帯の所得が、生活保護法に基づく生活保護基準額の 1.75 倍以下の世帯で、他から融資を
受けることが出来ない世帯。

対象学校 高等学校、高等専門学校、専修学校、短期大学、大学

貸付利子 無利子

資金種類と貸付額 ①教育支援費
高等学校（専修学校の高等課程を含む）・・・・・・・・月 52,500 円以内
高等専門学校、専修学校、短期大学・・・・・・・・・・・・・・・月 90,000 円以内
大　学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・月 97,500 円以内

②就学支度費（入学時のみ必要となる費用）・・・・・・・・・・・・・・500,000 円以内

よ
く
あ
る
質
問

福祉分野で活躍するみなさん！

ステップアップ
 モチベーションアップ
　　を目指すあなたに

朗報
です！

初任コース

中堅コース

管理職コース

キャリアデザインに
ついて考える

自分をみつめ直し、
スキルアップの大切さを
学ぶ

チーム
リーダー

「リーダーとは？」を
改めて考える

職場環境整備のあり方・
リーダーシップの熟成
を図る

コース

―施設・事業所にとっては、人材育成・定着のサポートにご活用ください！―

福祉職員キャリアパス対応生涯研修過程のご案内

受講者にとっての受講メリット

職員のキャリアパスの仕組みを整え、人材
育成の取り組みを実践していくことで、人
材育成・定着・モチベーションの向上が
期待されます。

施設・事業所にとっての受講メリット
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支援することを目的に実施します。ぜひご受講ください。

福祉の仕事に就職した思い・きっかけを振り返りながら、これから
のめざしたい職業人としての自己イメージを明確にすることがで
きました。自分が今後やるべきことが見えてきたので、仕事のモチ
ベーションも上がりました。明日から実践していきたいです。

Q.入学前でも申し込みはできますか？
A.合格が決定している場合、申し込みができます。申
し込みの際に合格通知書の提出が必要となります。
入学後には在学証明書を提出していただきます。

Q.初回相談から貸付が決まるまで、どのくらいの時
間がかかりますか？

A.合格が決定したら申し込みができますが、毎年11
月から3月は相談が多く、大変混み合います。必要
書類を揃えるまでに時間を要することもあります
ので、おおむね2か月程度かかります。

Q.他の奨学金と併用できますか？
A.日本学生支援機構（JASSO）の無利子奨学金や他
の奨学金制度及び沖縄振興開発金融公庫の教育
ローンが利用できる場合は、そちらを優先していた
だきます。（他法制度優先)ただし、奨学金の支給開
始までに学費等の支払いが必要な場合や、給付型
や無利子奨学金の借入を利用しても学費が足りな
い等の場合は、ご相談ください。なお、日本学生支
援機構（JASSO）の第二種（利子付）奨学金との併
用は不可となります。

対象世帯 世帯の所得が、生活保護法に基づく生活保護基準額の 1.75 倍以下の世帯で、他から融資を
受けることが出来ない世帯。

対象学校 高等学校、高等専門学校、専修学校、短期大学、大学

貸付利子 無利子

資金種類と貸付額 ①教育支援費
高等学校（専修学校の高等課程を含む）・・・・・・・・月 52,500 円以内
高等専門学校、専修学校、短期大学・・・・・・・・・・・・・・・月 90,000 円以内
大　学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・月 97,500 円以内

②就学支度費（入学時のみ必要となる費用）・・・・・・・・・・・・・・500,000 円以内

よ
く
あ
る
質
問

福祉分野で活躍するみなさん！

ステップアップ
 モチベーションアップ
　　を目指すあなたに

朗報
です！

初任コース

中堅コース

管理職コース

キャリアデザインに
ついて考える

自分をみつめ直し、
スキルアップの大切さを
学ぶ

チーム
リーダー

「リーダーとは？」を
改めて考える

職場環境整備のあり方・
リーダーシップの熟成
を図る

コース

―施設・事業所にとっては、人材育成・定着のサポートにご活用ください！―

福祉職員キャリアパス対応生涯研修過程のご案内

受講者にとっての受講メリット

職員のキャリアパスの仕組みを整え、人材
育成の取り組みを実践していくことで、人
材育成・定着・モチベーションの向上が
期待されます。

施設・事業所にとっての受講メリット
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「
介
護
の
日
」講
演
会
を

  

開
催
し
ま
す

沖
縄
県
介
護
実
習・普
及
セ
ン
タ
ー
の

こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る
介
護
講
座
の
ご
案
内

（日常生活自立支援事業）

生活支援員になりませんか募
集
中

高齢者や障害のある方で自分で判断することが困難な方々の
市役所や銀行での手続きや支払いのお手伝いを行います。

お仕事の主な内容 ＊具体的な活動は以下のようなものです。※お住いの市町村社協に
　ご相談ください。 ◆公共料金や病院代の支払いを本人と一緒（または、代わりに）に

行う。
◆役所や郵便局などで行う手続きの説明や、本人が行う手続きに
付き添う。
◆本人とのコミュニケーションを通じて、相談や要望を聞く。
◆相談、要望に応じて、本人が自身で判断できるようなアドバイ
ス・情報提供をする。
●月数回から。
●毎回 1時間～2時間程度のお手伝いです。
●社会福祉協議会の職員が活動のサポートをします。
●資格等は特に必要ありません。

介
護
講
座（
後
期
）

は
じ
め
て
の

10
／
1
か
ら
申
込
開
始

介
護
講
座（
後
期
）

テ
ー
マ
別

11
／
11
か
ら
申
込
開
始

社
会
福
祉
法
人
豊
友
会
で
は
昭

和
59
年
度
の
施
設
開
設
当
初
か
ら
、

毎
年
1
月
に
施
設
を
開
放
し
、「
南

城
市
大
里
新
春
も
ち
つ
き
大
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
施
設
は
地
域
に
支
え
ら
れ
て
い

る
。
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

ら
れ
た
ら
」
と
い
う
想
い
か
ら
こ
の

取
り
組
み
を
始
め
、
今
で
は
地
域
の

行
事
と
し
て
根
付
い
て
い
ま
す
。

も
ち
つ
き
大
会
の
運
営
に
は
、

職
員
の
他
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

や
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、

女
性
会
、
青
年
会
等
、
地
域
の
福

祉
関
係
者
や
健
全
育
成
関
係
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
1
0
0
名
余
り
が

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

餅
つ
き
や
カ
ー
サ
ム
ー
チ
ー
づ

く
り
、
バ
ザ
ー
や
沖
縄
そ
ば
・
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
の
販
売
、
舞
台
で
の

演
舞
等
を
通
し
、
施
設
と
地
域
住

民
の
間
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
生
ま
れ
、
相
互
の
連
帯
と
絆
の

強
化
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
達
と
民
生
委
員

が
一
緒
に
近
隣
の
高
齢
者
世
帯
を

訪
問
し
、
ぜ
ん
ざ
い
を
提
供
し
た

り
、
子
ど
も
食
堂
へ
餅
や
ぜ
ん
ざ

い
を
お
す
そ
分
け
す
る
等
、
社
会

福
祉
法
人
と
し
て
の
公
益
的
な
取

り
組
み
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
も
ち
つ
き
大
会
に
併

せ
て
、
子
ど
も
達
の
了
解
を
得
て
、

児
童
養
護
施
設
の
理
解
を
深
め
る

た
め
に
施
設
見
学
の
時
間
も
設
け

て
い
ま
す
。

「
日
々
の
生
活
支
援
業
務
を
行
い

な
が
ら
の
対
応
で
は
あ
る
が
、
施

設
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
、
そ

し
て
地
域
に
還
元
で
き
る
機
会
と

し
て
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た

い
」
と
玉
城
孝
施
設
長
は
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

「
南
城
市
大
里
新
春
も
ち
つ
き
大
会
」

〜
地
域
に
根
差
す
社
会
福
祉
法
人
を
目
指
し
て
〜

社
会
福
祉
法
人
　豊
友
会
　児
童
養
護
施
設
　島
添
の
丘

▲餅つきを楽しむ様子

▲作成したのぼり

▲らくらく立ち上がり編
　（前年度）の様子

▲正しく使おう！車いす編
　（前年度）の様子

女流講談師の田辺鶴瑛氏

第 11 回 かりゆし美術展作品募集 ！！

申込期間：令和元年 7 月 1 日（月）～10 月 31 日（木）※必着
申 込 先：沖縄県社会福祉協議会 いきいき長寿センター

60 歳以上のアマチュアの方ならどなたでも出品可能です。あなたの力作、お待ちしております。

「沖縄県いきいき長寿センター」で検索するとホームページから募集要項がダウンロードできます。
ホームページ https://www.okishakyo.or.jp/ikiiki/　　TEL.098-887-1344

●美術展会期：12月 3日（火）～8日（日）　　　●展 示 会 場：沖縄県立美術館　企画ギャラリー 1・2

県
社
協・介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー

で
は
、11
月
11
日
の「
介
護
の
日
」に
ち

な
み
、講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

実
母・義
母・義
父
と
、三
度
の
介
護

を
経
験
し
た『
田
辺
鶴
瑛（
た
な
べ
か
く

え
い
）氏
』が
、講
談
師
と
し
て
笑
い
も

交
え
な
が
ら
、自
ら
の
介
護
の
経
験
を

お
伝
え
し
ま
す
。是
非
、会
場
に
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

日
時
：
11
月
15
日
14
時
開
演

会
場
：
西
原
町
さ
わ
ふ
じ
未
来
ホ
ー
ル

①
11
／
20（
水
）

　
ら
く
ら
く
立
ち
上
が
り
編

②
11
／
27（
水
）

　
ら
く
ら
く
起
き
上
が
り
編

③
12
／
4（
水
）

　
正
し
く
使
お
う
！
車
い
す
編

対
象
：
一
般
県
民

定
員
：
16
名
程
度

時
間
：
13
時
半
〜
16
時
半

料
金
：
6
0
0
円（
全
3
講
座
分
）

会
場
：
沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
那
覇
市
首
里
石
嶺
町
4‐3
7
3‐1
）

⑤
12
／
11（
水
）

　
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
と

　
　
　
　
　
　
必
要
な
住
宅
改
修

⑥
12
／
18（
水
）

　
知
っ
て
得
す
る
！

　
　
　
も
れ
な
い
た
め
の

　
オ
ム
ツ
の
選
び
方
と
使
い
方

⑦
12
／
25（
水
）

　
食
事
を
楽
し
む

　
　
　
　
福
祉
用
具
の
活
用

対
象
：
一
般
県
民

定
員
：
16
名
程
度

時
間
：
13
時
半
〜
16
時
半

料
金
：
2
0
0
円（
1
講
座
に
つ
き
）

会
場
：
沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
那
覇
市
首
里
石
嶺
町
4‐3
7
3‐1
）

※

「
講
談
」と
は
独
特
の
し
ゃ
べ
り
調
子
と
小
道
具
の
使

い
方
で
展
開
さ
れ
る
も
の
で
す
。張
り
扇
で
釈
台
と

呼
ば
れ
る
小
さ
な
机
を
打
ち
な
が
ら
話
し
ま
す
。

入場
無料

★
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

沖
縄
県
介
護
実
習・普
及
セ
ン
タ
ー

T
E
L
：
0
9
8（
8
8
2
）1
4
8
5

F
A
X
：
0
9
8（
8
8
2
）1
4
8
6

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

沖
縄
県
介
護
実
習・普
及
セ
ン
タ
ー

T
E
L
：
0
9
8（
8
8
2
）1
4
8
5

F
A
X
：
0
9
8（
8
8
2
）1
4
8
6

※
全
3
回
受
講
で
き
る
方
が
対
象
で
す
。

※
1
講
座
の
み
の
受
講
も
可
能
で
す
。

ご不明な点は
こちらまで

県
社
協
で
は
各
種
別
協
議
会

及
び
市
町
村
社
協
の
代
表
者
で

話
し
合
い
「
沖
縄
県
内
社
会
福

祉
法
人
の
地
域
に
お
け
る
公
益

的
な
取
り
組
み
指
針
」
を
策
定

し
て
い
ま
す
。指
針
で
は
、
社
会

福
祉
法
人
の
運
営
す
る
施
設
・

事
業
所
に
お
い
て
、
地
域
住
民

の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、

施
設
利
用
者
の
み
な
ら
ず
、
地

域
住
民
の
福
祉
・
生
活
課
題
に

関
す
る
相
談
・
支
援
を
行
う
こ

と
を
共
通
の
取
り
組
み
と
し
て

い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、県
内
の
社
会
福
祉

法
人
が
「
暮
ら
し
の
相
談
窓
口
」

を
地
域
住
民
に
伝
え
、社
会
に
社

会
福
祉
法
人
の
取
り
組
み
を

P
R
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

広
報
用
「
の
ぼ
り
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

「
の
ぼ
り
」
に
は
地
域
の
な
か

で
社
会
的
孤
立
状
態
に
あ
る
方

や
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
を
抱

え
て
い
る
方
に
対
し
て
、関
係
機

関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
踏

ま
え
、『
T
H
A
N
K
S（
サ
ン
ク

ス
）
運
動
』
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
か
ら
の
相
談
に
対

し
て
、
ま
ず
は
、
相
談
を
受
け
た

施
設
・
法
人
に
お
い
て
、相
談
者

（
地
域
住
民
）
の
話
を
丁
寧
に
聞

き
取
り
、誠
実
な
対
応
を
行
っ
て

い
く
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り

ま
す
。施
設
・
法
人
の
専
門
外
の

相
談
等
に
よ
り
、ど
の
よ
う
に
対

応
し
た
ら
良
い
か
判
断
し
が
た

い
と
い
う
場
合
は
、最
寄
り
市
町

村
社
協
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

県
内
社
会
福
祉
法
人
の

相
談
窓
口
設
置
を
広
報
す
る「
の
ぼ
り
」を
作
成
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「
介
護
の
日
」講
演
会
を

  

開
催
し
ま
す

沖
縄
県
介
護
実
習・普
及
セ
ン
タ
ー
の

こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る
介
護
講
座
の
ご
案
内

（日常生活自立支援事業）

生活支援員になりませんか募
集
中

高齢者や障害のある方で自分で判断することが困難な方々の
市役所や銀行での手続きや支払いのお手伝いを行います。

お仕事の主な内容 ＊具体的な活動は以下のようなものです。※お住いの市町村社協に
　ご相談ください。 ◆公共料金や病院代の支払いを本人と一緒（または、代わりに）に

行う。
◆役所や郵便局などで行う手続きの説明や、本人が行う手続きに
付き添う。
◆本人とのコミュニケーションを通じて、相談や要望を聞く。
◆相談、要望に応じて、本人が自身で判断できるようなアドバイ
ス・情報提供をする。
●月数回から。
●毎回 1時間～2時間程度のお手伝いです。
●社会福祉協議会の職員が活動のサポートをします。
●資格等は特に必要ありません。

介
護
講
座（
後
期
）

は
じ
め
て
の

10
／
1
か
ら
申
込
開
始

介
護
講
座（
後
期
）

テ
ー
マ
別

11
／
11
か
ら
申
込
開
始

社
会
福
祉
法
人
豊
友
会
で
は
昭

和
59
年
度
の
施
設
開
設
当
初
か
ら
、

毎
年
1
月
に
施
設
を
開
放
し
、「
南

城
市
大
里
新
春
も
ち
つ
き
大
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
施
設
は
地
域
に
支
え
ら
れ
て
い

る
。
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

ら
れ
た
ら
」
と
い
う
想
い
か
ら
こ
の

取
り
組
み
を
始
め
、
今
で
は
地
域
の

行
事
と
し
て
根
付
い
て
い
ま
す
。

も
ち
つ
き
大
会
の
運
営
に
は
、

職
員
の
他
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

や
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、

女
性
会
、
青
年
会
等
、
地
域
の
福

祉
関
係
者
や
健
全
育
成
関
係
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
1
0
0
名
余
り
が

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

餅
つ
き
や
カ
ー
サ
ム
ー
チ
ー
づ

く
り
、
バ
ザ
ー
や
沖
縄
そ
ば
・
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
の
販
売
、
舞
台
で
の

演
舞
等
を
通
し
、
施
設
と
地
域
住

民
の
間
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
生
ま
れ
、
相
互
の
連
帯
と
絆
の

強
化
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
達
と
民
生
委
員

が
一
緒
に
近
隣
の
高
齢
者
世
帯
を

訪
問
し
、
ぜ
ん
ざ
い
を
提
供
し
た

り
、
子
ど
も
食
堂
へ
餅
や
ぜ
ん
ざ

い
を
お
す
そ
分
け
す
る
等
、
社
会

福
祉
法
人
と
し
て
の
公
益
的
な
取

り
組
み
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
も
ち
つ
き
大
会
に
併

せ
て
、
子
ど
も
達
の
了
解
を
得
て
、

児
童
養
護
施
設
の
理
解
を
深
め
る

た
め
に
施
設
見
学
の
時
間
も
設
け

て
い
ま
す
。

「
日
々
の
生
活
支
援
業
務
を
行
い

な
が
ら
の
対
応
で
は
あ
る
が
、
施

設
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
、
そ

し
て
地
域
に
還
元
で
き
る
機
会
と

し
て
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た

い
」
と
玉
城
孝
施
設
長
は
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

「
南
城
市
大
里
新
春
も
ち
つ
き
大
会
」

〜
地
域
に
根
差
す
社
会
福
祉
法
人
を
目
指
し
て
〜

社
会
福
祉
法
人
　豊
友
会
　児
童
養
護
施
設
　島
添
の
丘

▲餅つきを楽しむ様子

▲作成したのぼり

▲らくらく立ち上がり編
　（前年度）の様子

▲正しく使おう！車いす編
　（前年度）の様子

女流講談師の田辺鶴瑛氏

第 11 回 かりゆし美術展作品募集 ！！

申込期間：令和元年 7 月 1 日（月）～10 月 31 日（木）※必着
申 込 先：沖縄県社会福祉協議会 いきいき長寿センター

60 歳以上のアマチュアの方ならどなたでも出品可能です。あなたの力作、お待ちしております。

「沖縄県いきいき長寿センター」で検索するとホームページから募集要項がダウンロードできます。
ホームページ https://www.okishakyo.or.jp/ikiiki/　　TEL.098-887-1344

●美術展会期：12月 3日（火）～8日（日）　　　●展 示 会 場：沖縄県立美術館　企画ギャラリー 1・2

県
社
協・介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー

で
は
、11
月
11
日
の「
介
護
の
日
」に
ち

な
み
、講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

実
母・義
母・義
父
と
、三
度
の
介
護

を
経
験
し
た『
田
辺
鶴
瑛（
た
な
べ
か
く

え
い
）氏
』が
、講
談
師
と
し
て
笑
い
も

交
え
な
が
ら
、自
ら
の
介
護
の
経
験
を

お
伝
え
し
ま
す
。是
非
、会
場
に
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

日
時
：
11
月
15
日
14
時
開
演

会
場
：
西
原
町
さ
わ
ふ
じ
未
来
ホ
ー
ル

①
11
／
20（
水
）

　
ら
く
ら
く
立
ち
上
が
り
編

②
11
／
27（
水
）

　
ら
く
ら
く
起
き
上
が
り
編

③
12
／
4（
水
）

　
正
し
く
使
お
う
！
車
い
す
編

対
象
：
一
般
県
民

定
員
：
16
名
程
度

時
間
：
13
時
半
〜
16
時
半

料
金
：
6
0
0
円（
全
3
講
座
分
）

会
場
：
沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
那
覇
市
首
里
石
嶺
町
4‐3
7
3‐1
）

⑤
12
／
11（
水
）

　
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
と

　
　
　
　
　
　
必
要
な
住
宅
改
修

⑥
12
／
18（
水
）

　
知
っ
て
得
す
る
！

　
　
　
も
れ
な
い
た
め
の

　
オ
ム
ツ
の
選
び
方
と
使
い
方

⑦
12
／
25（
水
）

　
食
事
を
楽
し
む

　
　
　
　
福
祉
用
具
の
活
用

対
象
：
一
般
県
民

定
員
：
16
名
程
度

時
間
：
13
時
半
〜
16
時
半

料
金
：
2
0
0
円（
1
講
座
に
つ
き
）

会
場
：
沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
那
覇
市
首
里
石
嶺
町
4‐3
7
3‐1
）

※

「
講
談
」と
は
独
特
の
し
ゃ
べ
り
調
子
と
小
道
具
の
使

い
方
で
展
開
さ
れ
る
も
の
で
す
。張
り
扇
で
釈
台
と

呼
ば
れ
る
小
さ
な
机
を
打
ち
な
が
ら
話
し
ま
す
。

入場
無料

★
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

沖
縄
県
介
護
実
習・普
及
セ
ン
タ
ー

T
E
L
：
0
9
8（
8
8
2
）1
4
8
5

F
A
X
：
0
9
8（
8
8
2
）1
4
8
6

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

沖
縄
県
介
護
実
習・普
及
セ
ン
タ
ー

T
E
L
：
0
9
8（
8
8
2
）1
4
8
5

F
A
X
：
0
9
8（
8
8
2
）1
4
8
6

※
全
3
回
受
講
で
き
る
方
が
対
象
で
す
。

※
1
講
座
の
み
の
受
講
も
可
能
で
す
。

ご不明な点は
こちらまで

県
社
協
で
は
各
種
別
協
議
会

及
び
市
町
村
社
協
の
代
表
者
で

話
し
合
い
「
沖
縄
県
内
社
会
福

祉
法
人
の
地
域
に
お
け
る
公
益

的
な
取
り
組
み
指
針
」
を
策
定

し
て
い
ま
す
。指
針
で
は
、
社
会

福
祉
法
人
の
運
営
す
る
施
設
・

事
業
所
に
お
い
て
、
地
域
住
民

の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、

施
設
利
用
者
の
み
な
ら
ず
、
地

域
住
民
の
福
祉
・
生
活
課
題
に

関
す
る
相
談
・
支
援
を
行
う
こ

と
を
共
通
の
取
り
組
み
と
し
て

い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、県
内
の
社
会
福
祉

法
人
が
「
暮
ら
し
の
相
談
窓
口
」

を
地
域
住
民
に
伝
え
、社
会
に
社

会
福
祉
法
人
の
取
り
組
み
を

P
R
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

広
報
用
「
の
ぼ
り
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

「
の
ぼ
り
」
に
は
地
域
の
な
か

で
社
会
的
孤
立
状
態
に
あ
る
方

や
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
を
抱

え
て
い
る
方
に
対
し
て
、関
係
機

関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
踏

ま
え
、『
T
H
A
N
K
S（
サ
ン
ク

ス
）
運
動
』
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
か
ら
の
相
談
に
対

し
て
、
ま
ず
は
、
相
談
を
受
け
た

施
設
・
法
人
に
お
い
て
、相
談
者

（
地
域
住
民
）
の
話
を
丁
寧
に
聞

き
取
り
、誠
実
な
対
応
を
行
っ
て

い
く
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り

ま
す
。施
設
・
法
人
の
専
門
外
の

相
談
等
に
よ
り
、ど
の
よ
う
に
対

応
し
た
ら
良
い
か
判
断
し
が
た

い
と
い
う
場
合
は
、最
寄
り
市
町

村
社
協
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

県
内
社
会
福
祉
法
人
の

相
談
窓
口
設
置
を
広
報
す
る「
の
ぼ
り
」を
作
成
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令和元年度
（2019年）

募金の
使いみち

地域の福祉
課題解決のために

共同募金運動を
推進するために

62%

県内福祉施設、福祉団体
等への活動助成

10%

21%

災害時のボランティア
活動を支える積立金

子どもの学びと育ちを支える
活動のために（りゅうちゃん子どもの希望募金）

4%

3%

平成30年度 募金を使った活動件数

子どもの学びと育ちを
支える活動に 26件

県内福祉施設、福祉団体等への
活動に（県域） 39件

地域の福祉課題解決のために
（市町村域） 722件

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18
19
20
21
22
23
24
25

那覇市

沖縄市

沖縄市

沖縄市

与那原町

うるま市

八重瀬町

那覇市

与那国町

沖縄市

那覇市

那覇市

那覇市

読谷村

浦添市

沖縄市

宜野湾市

名護市

沖縄市

那覇市

与那原町

南城市

糸満市

石垣市

那覇市

500,000

500,000

358,000

450,000

109,000

500,000

320,000

500,000

120,000

500,000

500,000

500,000

500,000

100,000

150,000

150,000

150,000

50,000
50,000

150,000
350,000
200,000

50,000
50,000

650,000
7,457,000

一般社団法人ビクトリーチャーチ

中の町っ子こども食堂

学習支援ひろば「くじら寺子屋」

つなひき無料塾

非営利活動団体HOPE LOVE

NPO法人子どもシェルターおきなわ

日本こどもみらい支援機構

児童養護施設なごみ
児童養護施設美さと児童園
児童養護施設沖縄県立石嶺児童園
児童養護施設愛隣園
児童養護施設島添の丘
児童養護施設青雲寮
児童養護施設ならさ
一般社団法人沖縄県里親会

特定非営利活動法人
こども家庭リソースセンター沖縄

特定非営利活動法人
沖縄青少年自立援助センターちゅらゆい

特定非営利活動法人
侍学園スクオーラ・今人

特定非営利活動法人
サポートセンターゆめさき

社会福祉法人
与那国町社会福祉協議会

公益社団法人
沖縄県母子寡婦福祉連合会

社会福祉法人
読谷村社会福祉協議会

社会福祉法人
浦添市社会福祉協議会

社会福祉法人
沖縄市社会福祉協議会

社会福祉法人
宜野湾市社会福祉協議会

子どもの広場 in 那覇

中の町っ子こども食堂

子どもの居場所家賃補助・光熱費補助事業

つなひき無料学習塾

沖縄校クーラー設置事業

アシタネフードプロジェクト

与那国町子どものまなびの広場

ファミサポ支援「てぃーだ基金事業」

子どもシェルター運営事業

プライベートシェルター事業

緊急一時支援事業

法外援護事業

緊急一時生活支援事業

児童養護施設等退所児童の自立生活支援
児童養護施設等退所児童の自立生活支援
児童養護施設等退所児童の自立生活支援
児童養護施設等退所児童の自立生活支援
児童養護施設等退所児童の自立生活支援
児童養護施設等退所児童の自立生活支援
児童養護施設等退所児童の自立生活支援
児童養護施設等退所児童の自立生活支援

不登校・ひきこもり児童生徒への
居場所および育成支援事業

生活困窮世帯包括支援、子どもの
居場所支援・学習支援・食事提供の取り組み

助け合い地域づくり事業
（生活困窮世帯の緊急・一時生活支援）

奨学金給付事業
（県母連奨学金 県母連奨学激励金）

法 人 団 体 名 事 　 業 　 名拠  点 内 定 額

地
域
の
福
祉
を
推
進
す
る

た
め
の
募
金
で
す

共
同
募
金
は
都
道
府
県
ご
と

に
行
わ
れ
る
募
金
で
、民
間
の
福

祉
活
動
や
住
民
の
支
え
あ
い
活

動
な
ど
を
応
援
す
る
事
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

目
標
額
は
翌
年
に
必
要
な

福
祉
活
動
の
資
金

地
域
の
福
祉
活
動
を
推
進
す

る
に
あ
た
り
、地
域
ご
と
に
必
要

な
活
動
や
資
金
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、そ
の
総
額
を
目
標
額
と
し
て

い
ま
す
。

目
標
額
を
定
め
る
こ
と
で
、み

だ
り
に
募
金
を
集
め
る
の
で
は

な
く
、計
画
的
に
運
動
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
や
職
場
へ
依
頼
す
る

際
の
目
安
額
も
、こ
の
目
標
額
に

基
づ
い
て
示
し
て
い
ま
す
。

募
金
の
際
は
目
標
額
、目
安
額

な
ど
の
計
画
を
参
考
に
、任
意
の

額
で
ご
寄
付
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

い
ろ
ん
な
機
会
で
募
金
の

呼
び
か
け
を
行
い
ま
す

募
金
運
動
期
間
中
は
、
市
町
村

を
単
位
と
し
て
、ご
世
帯
や
街
頭
、

職
場
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
で

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。赤

い
羽
根
を
目
印
に
募
金
へ
の
ご
理

解
ご
協
力
を
お
お
願
い
し
ま
す
。

約
8
0
0
件
の
福
祉
活
動
に

募
金
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

昨
年
度
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
県

内
各
地
域
の
様
々
な
福
祉
活
動
を

行
う
た
め
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
募
金
の

使
い
道
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
寄
附
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

沖
縄
県
共
同
募
金
会
は
、琉
球

新
報
社
と
連
携
し
て
、子
ど
も
の

育
ち
と
学
び
を
支
え
よ
う
と
平

成
27
年
度
か
ら「
り
ゅ
う
ち
ゃ
ん

子
ど
も
の
希
望
募
金
」に
取
組
ん

で
い
ま
す
。

平
成
30
年
1
月
か
ら
3
月
に

行
っ
た
4
年
目
の
募
金
で
は
約

7
5
4
万
円
の
浄
財
が
多
く
の

方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

寄
付
金
を
も
と
に
、支
援

団
体
へ
助
成
を
行
い
ま
す
。

寄
付
金
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
、本
会
で
は
県
内
で
子
ど
も

た
ち
を
支
援
す
る
団
体
や
施
設

を
対
象
に
助
成
事
業
の
募
集
を

行
い
ま
し
た

そ
の
後
、本
会
配
分
委
員
会
に

て
審
査
を
行
い
、今
年
度
は
25
団

体
へ
助
成
を
行
う
こ
と
が
内
定

し
ま
し
た
。

25
団
体
は
今
年
度
、
本
助
成
金

を
活
用
し
、
子
ど
も
の
居
場
所
支

援
や
子
ど
も
シ
ェ
ル
タ
ー
、
生
活

困
窮
世
帯
の
一
時
生
活
支
援
な
ど

の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
と
育
ち
を

支
え
る
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

継
続
的
な
取
組
み
と

支
え
合
い
の
ご
寄
付
を

依
然
と
し
て
、厳
し
い
状
況
の

中
に
い
る
子
や
、自
立
に
向
け
て

困
難
な
環
境
に
置
か
れ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち

と
学
び
を
支
え
る
た
め
に
、
今
後

も
引
き
続
き
「
り
ゅ
う
ち
ゃ
ん
子

ど
も
の
希
望
募
金
」
を
琉
球
新
報

社
と
共
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

沖
縄
県
共
同
募
金
会
お
よ
び

琉
球
新
報
社
の
本
社
と
支
局
に

て
募
金
を
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

募
金
専
用
口
座
は
沖
縄
県
共

同
募
金
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

口
座
振
り
込
み
で
領
収
証
が

必
要
な
方
は
、沖
縄
県
共
同
募
金

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今年も赤い羽根共同募金運動がはじまります。沖
縄
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
と
育
ち
を
応
援
し
ま
す
。

〜
平
成
30
年
度 

り
ゅ
う
ち
ゃ
ん
子
ど
も
の
希
望
募
金
の
助
成
団
体
が
内
定
し
ま
し
た
〜

―あなたの募金が地域の様々な福祉活動に―
今年も赤い羽根共同募金運動が、10月1日から3月31日までの6ヶ月にわたり

「じぶんの町を良くするしくみ。」をテーマに全国一斉に展開されます。
みなさまの心あたたまるご支援、ご協力をよろしくお願いします。

目 標 額

2億1,157万3千円

▲内定交付式参加した助成団体

平成30年度 りゅうちゃん子どもの希望募金　内定団体一覧
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令和元年度
（2019年）

募金の
使いみち

地域の福祉
課題解決のために

共同募金運動を
推進するために

62%

県内福祉施設、福祉団体
等への活動助成

10%

21%

災害時のボランティア
活動を支える積立金

子どもの学びと育ちを支える
活動のために（りゅうちゃん子どもの希望募金）

4%

3%

平成30年度 募金を使った活動件数

子どもの学びと育ちを
支える活動に 26件

県内福祉施設、福祉団体等への
活動に（県域） 39件

地域の福祉課題解決のために
（市町村域） 722件

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18
19
20
21
22
23
24
25

那覇市

沖縄市

沖縄市

沖縄市

与那原町

うるま市

八重瀬町

那覇市

与那国町

沖縄市

那覇市

那覇市

那覇市

読谷村

浦添市

沖縄市

宜野湾市

名護市

沖縄市

那覇市

与那原町

南城市

糸満市

石垣市

那覇市

500,000

500,000

358,000

450,000

109,000

500,000

320,000

500,000

120,000

500,000

500,000

500,000

500,000

100,000

150,000

150,000

150,000

50,000
50,000

150,000
350,000
200,000

50,000
50,000

650,000
7,457,000

一般社団法人ビクトリーチャーチ

中の町っ子こども食堂

学習支援ひろば「くじら寺子屋」

つなひき無料塾

非営利活動団体HOPE LOVE

NPO法人子どもシェルターおきなわ

日本こどもみらい支援機構

児童養護施設なごみ
児童養護施設美さと児童園
児童養護施設沖縄県立石嶺児童園
児童養護施設愛隣園
児童養護施設島添の丘
児童養護施設青雲寮
児童養護施設ならさ
一般社団法人沖縄県里親会

特定非営利活動法人
こども家庭リソースセンター沖縄

特定非営利活動法人
沖縄青少年自立援助センターちゅらゆい

特定非営利活動法人
侍学園スクオーラ・今人

特定非営利活動法人
サポートセンターゆめさき

社会福祉法人
与那国町社会福祉協議会

公益社団法人
沖縄県母子寡婦福祉連合会

社会福祉法人
読谷村社会福祉協議会

社会福祉法人
浦添市社会福祉協議会

社会福祉法人
沖縄市社会福祉協議会

社会福祉法人
宜野湾市社会福祉協議会

子どもの広場 in 那覇

中の町っ子こども食堂

子どもの居場所家賃補助・光熱費補助事業

つなひき無料学習塾

沖縄校クーラー設置事業

アシタネフードプロジェクト

与那国町子どものまなびの広場

ファミサポ支援「てぃーだ基金事業」

子どもシェルター運営事業

プライベートシェルター事業

緊急一時支援事業

法外援護事業

緊急一時生活支援事業

児童養護施設等退所児童の自立生活支援
児童養護施設等退所児童の自立生活支援
児童養護施設等退所児童の自立生活支援
児童養護施設等退所児童の自立生活支援
児童養護施設等退所児童の自立生活支援
児童養護施設等退所児童の自立生活支援
児童養護施設等退所児童の自立生活支援
児童養護施設等退所児童の自立生活支援

不登校・ひきこもり児童生徒への
居場所および育成支援事業

生活困窮世帯包括支援、子どもの
居場所支援・学習支援・食事提供の取り組み

助け合い地域づくり事業
（生活困窮世帯の緊急・一時生活支援）

奨学金給付事業
（県母連奨学金 県母連奨学激励金）

法 人 団 体 名 事 　 業 　 名拠  点 内 定 額

地
域
の
福
祉
を
推
進
す
る

た
め
の
募
金
で
す

共
同
募
金
は
都
道
府
県
ご
と

に
行
わ
れ
る
募
金
で
、民
間
の
福

祉
活
動
や
住
民
の
支
え
あ
い
活

動
な
ど
を
応
援
す
る
事
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

目
標
額
は
翌
年
に
必
要
な

福
祉
活
動
の
資
金

地
域
の
福
祉
活
動
を
推
進
す

る
に
あ
た
り
、地
域
ご
と
に
必
要

な
活
動
や
資
金
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、そ
の
総
額
を
目
標
額
と
し
て

い
ま
す
。

目
標
額
を
定
め
る
こ
と
で
、み

だ
り
に
募
金
を
集
め
る
の
で
は

な
く
、計
画
的
に
運
動
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
や
職
場
へ
依
頼
す
る

際
の
目
安
額
も
、こ
の
目
標
額
に

基
づ
い
て
示
し
て
い
ま
す
。

募
金
の
際
は
目
標
額
、目
安
額

な
ど
の
計
画
を
参
考
に
、任
意
の

額
で
ご
寄
付
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

い
ろ
ん
な
機
会
で
募
金
の

呼
び
か
け
を
行
い
ま
す

募
金
運
動
期
間
中
は
、
市
町
村

を
単
位
と
し
て
、ご
世
帯
や
街
頭
、

職
場
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
で

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。赤

い
羽
根
を
目
印
に
募
金
へ
の
ご
理

解
ご
協
力
を
お
お
願
い
し
ま
す
。

約
8
0
0
件
の
福
祉
活
動
に

募
金
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

昨
年
度
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
県

内
各
地
域
の
様
々
な
福
祉
活
動
を

行
う
た
め
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
募
金
の

使
い
道
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
寄
附
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

沖
縄
県
共
同
募
金
会
は
、琉
球

新
報
社
と
連
携
し
て
、子
ど
も
の

育
ち
と
学
び
を
支
え
よ
う
と
平

成
27
年
度
か
ら「
り
ゅ
う
ち
ゃ
ん

子
ど
も
の
希
望
募
金
」に
取
組
ん

で
い
ま
す
。

平
成
30
年
1
月
か
ら
3
月
に

行
っ
た
4
年
目
の
募
金
で
は
約

7
5
4
万
円
の
浄
財
が
多
く
の

方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

寄
付
金
を
も
と
に
、支
援

団
体
へ
助
成
を
行
い
ま
す
。

寄
付
金
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
、本
会
で
は
県
内
で
子
ど
も

た
ち
を
支
援
す
る
団
体
や
施
設

を
対
象
に
助
成
事
業
の
募
集
を

行
い
ま
し
た

そ
の
後
、本
会
配
分
委
員
会
に

て
審
査
を
行
い
、今
年
度
は
25
団

体
へ
助
成
を
行
う
こ
と
が
内
定

し
ま
し
た
。

25
団
体
は
今
年
度
、
本
助
成
金

を
活
用
し
、
子
ど
も
の
居
場
所
支

援
や
子
ど
も
シ
ェ
ル
タ
ー
、
生
活

困
窮
世
帯
の
一
時
生
活
支
援
な
ど

の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
と
育
ち
を

支
え
る
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

継
続
的
な
取
組
み
と

支
え
合
い
の
ご
寄
付
を

依
然
と
し
て
、厳
し
い
状
況
の

中
に
い
る
子
や
、自
立
に
向
け
て

困
難
な
環
境
に
置
か
れ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち

と
学
び
を
支
え
る
た
め
に
、
今
後

も
引
き
続
き
「
り
ゅ
う
ち
ゃ
ん
子

ど
も
の
希
望
募
金
」
を
琉
球
新
報

社
と
共
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

沖
縄
県
共
同
募
金
会
お
よ
び

琉
球
新
報
社
の
本
社
と
支
局
に

て
募
金
を
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

募
金
専
用
口
座
は
沖
縄
県
共

同
募
金
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

口
座
振
り
込
み
で
領
収
証
が

必
要
な
方
は
、沖
縄
県
共
同
募
金

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今年も赤い羽根共同募金運動がはじまります。沖
縄
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
と
育
ち
を
応
援
し
ま
す
。

〜
平
成
30
年
度 

り
ゅ
う
ち
ゃ
ん
子
ど
も
の
希
望
募
金
の
助
成
団
体
が
内
定
し
ま
し
た
〜

―あなたの募金が地域の様々な福祉活動に―
今年も赤い羽根共同募金運動が、10月1日から3月31日までの6ヶ月にわたり

「じぶんの町を良くするしくみ。」をテーマに全国一斉に展開されます。
みなさまの心あたたまるご支援、ご協力をよろしくお願いします。

目 標 額

2億1,157万3千円

▲内定交付式参加した助成団体

平成30年度 りゅうちゃん子どもの希望募金　内定団体一覧
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作成経費の一部に共同募金配分金を

充てております。
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沖 縄 県 共 同 募 金 会
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作品名：「ふくろうランプ親子」（第10回沖縄ねんりんピックかりゆし美術展　工芸の部　銅賞）　　　作成者：幸地 和子さん（糸満市）

御
寄
付
・
御
寄
贈
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
沖
縄
明
治
乳
業
株
式
会
社
様

寄
付
・
寄
贈
者
芳
名

第
62
回

沖
縄
県
社
会
福
祉
大
会

開
催
に
つ
い
て

訂
正
と
お
詫
び

（
6
月
1
日
〜
7
月
31
日
）

車
を
買
い
替
え
よ
う
と

考
え
て
い
る
今
日
こ
の

頃
、気
に
な
る
車
を
見
つ
け
て
か

ら
と
い
う
も
の
、日
々
街
中
で
そ

の
車
ば
か
り
見
か
け
て
し
ま
い

ま
す（
笑
）

人
の
脳
は
、気
に
な
る
こ
と
が
あ

る
と
、優
先
的
に
そ
れ
を
捉
え

る
力
を
持
っ
て
い
る
と
か
い
な

い
と
か
・・・
。「
願
い
は
叶
う
」と

い
う
の
は
、そ
う
い
っ
た
脳
の
力

か
ら
き
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
ね
。

幸
地
和
子
さ
ん（
糸
満
市
在
住
、

65
歳
）の
作
る
作
品
は
、丸
み
を
お

び
、や
さ
し
さ
や
暖
か
み
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。「
陶
芸
に
お
い
て

丸
み
を
つ
け
る
こ
と
は
、技
術
力
も

必
要
な
ん
で
す
。今
回
の
作
品
も

『
福
を
呼
ぶ
』ふ
く
ろ
う
を
、親
子
で

作
成
し
、ラ
ン
プ
と
い
う
機
能
も
付

け
ま
し
た
」

幸
地
さ
ん
は
、か
り
ゆ
し
長
寿
大

学
校
で
陶
芸
を
学
び
、今
で
は
卒
業

生
で
の
陶
芸
サ
ー
ク
ル
に
も
通
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

「
サ
ー
ク
ル
で
見
て
学
ん
で
、聴

い
て
学
ん
で
。仲
間
と一
緒
に
作
る

こ
と
が
生
き
が
い
で
も
あ
り
ま
す
。

私
に
と
っ
て
サ
ー
ク
ル
に
通
う
こ
と

は『
千
里
の
道
も一里
』な
ん
で
す
」

こ
の
こ
と
わ
ざ
は
恋
し
い
人
の
も

と
に
行
く
と
き
は
、た
と
え
千
里
の

道
の
り
で
あ
っ
て
も
、一里
位
に
し
か

思
え
な
い
ほ
ど
、ど
ん
な
に
遠
か
ろ

う
と
も
苦
に
な
ら
な
い
。と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中

の
幸
地
さ
ん
の
優
し
い
笑
顔
か
ら
、

「
態
は
心
を
表
す
」そ
し
て
作
品
に

も
表
れ
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ふくろうランプ親子

表紙の絵

Vol.187

特集「THANKS（サンクス）運動の推進について」
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【写真左から2番目】
沖縄明治乳業株式会社　代表取締役社長　村田 紳 様

【写真左から1番目】
沖縄明治乳業株式会社　取締役営業本部長　仲田 和男 様

【写真右から2番目】
本会　会長　湧川 昌秀

【写真右から2番目】
本会　常務理事　嘉陽 孝治

※本会への寄付については、税制上の優遇
措置が受けられます。詳しくは総務企画部
まで

沖
縄
県
社
会
福
祉
協
協
議
会

で
は
、10
月
9
日（
水
）に
沖
縄
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
劇
場

棟
に
て「
第
62
回
沖
縄
県
社
会
福

祉
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。

本
大
会
は
、県
内
の
社
会
福
祉

関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る
大
会

で
す
。

社
会
福
祉
発
展
に
功
績
が

あ
っ
た
方
々
の
表
彰
や
、ル
ー
テ

ル
学
院
大
学
学
長
の
市
川
一
宏

氏
を
講
師
に
招
い
た
記
念
講
演

を
行
い
、社
会
福
祉
の
動
向
や
課

題
等
に
つ
い
て
共
通
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、本
県
に
お
け
る

社
会
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

福
祉
関
係
者
を
は
じ
め
、多
く

の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

本
誌
V
o
l
．1
8
6（
令
和
元
年

7
月
1
日
発
行
）
5
ペ
ー
ジ
に
記
載

の
「
令
和
元
年
度
の
各
種
別
協
議

会
正
副
会
長
を
御
紹
介
し
ま
す
」

の
一
部
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

【
誤
】

●
安
里
富
士
子

沖
縄
中
央
療
育
園
施
設
長

【
正
】

●
安
里
富
士
子

沖
縄
中
央
療
護
園
施
設
長

大
変
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

著
　者
：
森
田
　ゆ
り
　
　
　出
版
社
： 

築
地
書
館

子ども虐待の解決に
不可欠な、親の回復。

「MY TREEプログラ
ム」は過去17年間の
実践を通して、各地の
児童相談所などで既
に1048名以上の回
復者を出すなど、大き
な成果を挙げてきま
した。日本で開発され

た、マインドフルネスを使う、効果の高い
プログラムとして注目されるその内容
を、開発者自らが思想と技法からファシ
リテーター人材育成まで詳細に語ってい
ます。一人悩み苦しんできた親たちが、
生きる力をとりもどした自分を語る言葉
と絵が感動を呼ぶ一冊となっています。

本の紹介
社会福祉ライブラリーから
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